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論  文  名 平安期における真言宗寺院と僧侶集団の研究 
本論文は、平安期における真言宗寺院と僧侶集団の構造的な変容過程について、密教の師である阿
闍梨と、真言宗の中核寺院である東寺、平安京周辺に散在する真言宗寺院の三つの視点から、その諸
段階を明らかにし、十世紀中葉から十一世紀前半が、時代を画する変革期であることを示した。 
序章では、従来の古代・中世寺院史研究には、平安期を通じた視点や、段階的に明らかにする視点
が十分ではないことを指摘し、ことに真言宗寺院の研究においては、密教特有の法脈の伝授の分析の
ほか、東寺はもちろん、平安京周辺に散在する真言宗寺院も含めた有力な僧侶の広範な活動の解明が
必要であることを指摘した。 
第１章「平安期真言宗と伝法阿闍梨」は、九世紀には、国家に認定された密教の師である阿闍梨が、
真言宗の運営権や僧侶育成権を持ち、空海の正統な後継者として真言宗組織を領導していたが、これ
らの特質は、十世紀前後に変化を始め、十世紀後半にかけて段階的に喪失したことを解明した。この
結果、十世紀末になると、密教僧による個別の阿闍梨の再生産と、国家が認定する阿闍梨職は、国政
上分離し、各寺院に置かれ始めた阿闍梨職が、両者を結びつける役割を果たしたと評価する。 
第２章「平安前中期東寺史考－寺僧と仏事を中心に－」は、九世紀の東寺では、熟練の密教僧とし
て集住する定額僧が、恒例の御願仏事を担っていたが、十世紀末ころを境に、末寺僧の仏事への参加、
定額僧への貴種僧の任命、東寺の定員制阿闍梨設置などの変化がみられ、十一世紀末には、下級僧官
である東寺所司も定額僧に昇進する途が開かれたとする。十二世紀前半になると、復古的な東寺の御
願仏事執行体制へと再編されることも明らかにしている。 
第３章「安祥寺阿闍梨の歴史的位置―偽文書からみた古代安祥寺の変貌－」と、第４章「平安期勧
修寺史再考」では、平安京周辺の真言宗寺院である安祥寺と勧修寺をとりあげ、ともに十一世紀前半
に中世寺院へと変貌する画期がみられることを指摘した。安祥寺は、偽文書を作成し、孔雀経法を行
う阿闍梨を新置しており、勧修寺は、別当任命文書の形式変化から、別当の檀越からの自立と、別当
主導による寺院運営が確認できる。 
終章では、古代中世移行期の研究には、平安中期の研究が重要な意味を持つことを確認するととも
に、今後の課題を提示した。 
本論文が示した平安期にみる真言宗の諸段階は、寺院史研究や真言宗史研究にとどまらず、政治史
など平安時代史と関わる研究であり、日本古代・中世史研究の発展に寄与するところ大である。よっ
て本論文提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
